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学校通信 （夕陽丘）第１８号               平成２１年（２００９年）７月２４日（金）発行 

 学校通信                     第１８号  

夕陽丘高校 

天王寺高校 
第 37 回 親善スポーツ大会 

 各クラブの試合結果              平成 21年度 

対戦結果 得  点 
クラブ名 

天王寺 夕陽丘 天王寺 夕陽丘 
試合期日 時間 場所 

1 硬式野球 １０× ９ 3  1  6/21(日) 14:00～ 天王寺 

2 サッカー １ ２ 1  3  6/21(日) 10:00～ 天王寺 

3 ホッケー         8/9(日) 午前 天王寺 

4 陸 上         8/8(土) 午前 天王寺 

5 男子 1 2 1  3  

6 

硬式 

テニス 女子 ２ １ 3  1  
6/27(土) 15:30～ 天王寺 

7 男子 ３ ２ 3  1  

8 

ソフト 

テニス 女子 ２ １ 3  1  
6/21(日) 10:00～ 夕陽丘 

9 男子バスケット ４９ ７３ 1  3  6/21(日) 開会式後すぐ 天王寺 

10 女子バスケット ５２ ７０ 1  3  6/22(日) 12:30～ 天王寺 

11 男子バレー １ １ 2  2  6/22(日) 開会式後すぐ 天王寺 

12 女子バレー ２ ０ 3  1  6/22(日) 開会式後すぐ 天王寺 

13 剣 道 
３敗２分け 

 天王寺 勝ち 
3  1  6/22(日) 開会式後すぐ 天王寺 

点取り ５対３  

夕陽丘 勝 
14 柔 道 

勝ち抜き１人残し 

夕陽丘勝 

1  3  6/22(日) 開会式後すぐ 天王寺 

15 水 泳 391 217 3  1  7/4(土) 9:00～ 夕陽丘 

      得点合計 28  24      
 

発行 〒543-0035  大阪市天王寺区北山町 10-10  大阪府立夕陽丘高等学校  

TEL 06-6771-0665  FAX 06-6771-6267  Ｅ-mail:z-yuhigaoka@sbox.osaka-c.ed.jp 

ホームページ http://www.osaka-c.ed.jp/yuhigaoka  

携帯サイト   http://www.osaka-c.ed.jp/yuhigaoka/keitai/keitai.htm 

       （題字 森 敏行先生） 
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 ☆女子バレーボール部  ３年５組 有馬  菫 

  不安と緊張を抱えながらついにやってきた天高戦！３年生にとっては最後の試合、１年生にとっては初めての試合。

第１セット目は３年生中心の試合。点数はずっと競っていて最後には少し差をつけられてしまい負けました。でも、私

は一つも後悔をしていません。「笑顔で楽しく声をかけあう」という自分達のプレーが最後まで発揮できたからです。

第２セット目１年生の試合。負けてしまいました。みんながとても緊張していてミスが多かったけれど、いい経験にな

ったのではないかなぁーと思います。１年生はこれからまだまだ時間があるのでどんどん上手になれるチャンスはたく

さんあるのでいっぱい練習して来年の天高戦には絶対勝ってほしいです。私達３年生が最後の試合がこんなにも楽しく

悔いのない試合ができたのは津村先生はじめとし、１年生９人がバレー部に入ってきてくれて、周りの応援があったか

らこそ、ここまでこれたのです。先生と１４人でバレーをできたことはとても嬉しく思います。絶対に感謝の気持ちは

忘れません。ありがとうございました。 

 

☆水泳部  ２年２組 谷川 寿一 

  まず、一番に思ったことは、とても雰囲気が良かったことです。選手みんな全力で競技に挑み、必死に応援し、時に

は敵である天王寺高校の選手を応援する時もありました。そのおかげで、とても盛り上がり、みんな笑顔で天高戦を楽

しんでいました。特に３年生は、この天高戦で引退なので、とても楽しんでいました。結果としては、天高に圧倒的点

差で負けて悔しかったですが、天高の人たちと仲良くなれたし、得たものはとても大きかったです。来年こそは勝って、

さらに盛り上がれるようにしたいです。 

 

☆男子バスケットボール部  ２年５組 渡川 右磨 

  『天高戦は楽しんだもん勝ち！！』 

元キャプテン克くんのこの言葉をモチベーションに３年生との最後のプレイをとにかく楽しみました。特に今年は、３

年生が３人しかいなくて、２年生が３年生と一緒に試合に出ることが多かったので、みんな３年生に対する想いが強か

ったです。マネージャーも含め短期間だったけど供に戦い練習し一緒に勝って喜んだり負けて泣いて、そのメンバーで   

最後の最後は、言葉通り楽しんだら勝てました。３年生の引退を笑顔で飾れて本当に良かったです。 

克くん、岩田くん、中村くん、武井さん 

ホンマにお疲れさまでしたぁ～。 

 

☆女子バスケットボール部  ２年２組 中原 萌葉 

  私は、天高戦の日までずっと天王寺に勝つことを考えていた。 

そして先輩方と楽しくバスケットができることを・・・・。 

当日、アップして円陣を組んで気合を入れた。試合が始まり、先取点は夕陽丘だった。接戦のまま１Qが終わり、２Q

は夕陽丘優勢で２７得点も決め、皆のテンションは最高だった。３Q も４Q も順調に得点していき、コートやベンチ

の全員が声を出して、ブザーが鳴った。７０－５２で夕陽丘勝利！先輩方との最後のバスケを楽しくこのような形に飾

れて本当に嬉しかった。新チームにとっても前に進める良い試合となって、伝統ある天高戦に感謝の気持ちでいっぱい

です。 

 

☆サッカー部  ２年サッカー部 一同 

  僕たちが本気を出したらこんなもんでしょうと思っていました。僕たちが勝つことは予測していました。逆転ゴール

という演出はどうでしたか。というのは冗談で、やはりとても苦しい試合でした。心が折れそうになりましたが、応援

してくれた皆やマネージャー、そして共に頑張ってきた仲間のことを考えると頑張ることができました。今までずっと

負けていたので、今年こそは勝ちたいと思っていました。僕たちは相手が３年生であろうと関係なしに絶対に勝ってや

ろうと思っていました。今年のサッカー部は、昨年までとは一味違います。良い試合ができて本当によかったです。 

 

☆柔道部  ３年１組 辻 紘宜 

  今年の天高戦は、とても白熱した試合だったと思います。点取り戦では、１年生や２年生達ががんばってくれたおか

げで５－３で勝てました。勝ち抜き戦では、天王寺が６人抜きをしていて、僕が止めなければいけなかったのに、止め

れなくて試合に負けた時、僕は自分自身が本当に情けなくて部員の皆に申し訳ない気持ちでいっぱいになりました。だ

けど、大将の松本が７人抜いて勝った時は本当にうれしかったです。特に、点取り戦の時に引き分けていた相手にラス

ト５秒でポイントを取って勝った時は、本当によくがんばってくれたと思ったし、感謝の気持ちでいっぱいになりまし 

 



 3 

た。今年の天高戦は僕自身は全然活躍できなかったけど、点取り戦では１年や２年が、勝ち抜き戦では松本ががんばっ

て勝ち取った皆の勝利だと思います。 

 

☆ソフトテニス部 男子 ３年５組 池尾 健太 

  今年は雨が心配された天高戦でしたが、当日は晴天の中、試合ができました。毎年、ソフトテニス部は天高戦が引退

試合なので、最後まで楽しくやろうってことと悔いは残さんようにと思って試合に臨みました。２・３年しか試合に出

ていませんが、１年生達は暑い中応援してくれたり、試合の進行や審判などいろいろ手伝いしてくれて、とてもスムー

ズに試合を進められました。２年生達は、試合に出たり審判したり手伝いしてくれたり、一番大変だったと思います。

でも、その姿を見ていると、自分たちが引退しても、しっかりクラブを引っ張っていってくれるだろうと安心しました。

試合結果としては、男子は２勝３敗で負けてしまいましたが、最後まで楽しくできたので自分的には良かったと思って

います。２年半という短い期間ですがソフトテニス部に入って１番いい試合ができた日でした。 

 

☆硬式テニス部 男子  ２年１組 垣内 俊紀 

  緊張が高まる中、最初の試合 西川君・宮田君のダブルスが始まりました。「このダブルスを獲れば、次のシングル

が楽だ。」と両校とも思っていました。結果は６－１で夕陽が獲りました。こちらも調子は良くなさそうだと思って見

ていたけれど何とか一安心でした。そして、僕が出るシングルス（S1）が始まりました。実力は拮抗していましたが、

僕のショットの調子が悪く、結局４－６で敗れてしまいました。悔しいというよりも仲間への申し訳ないという気持ち

でいっぱいになりました。そして、最後福居君のシングルス（S2）が始まりました。結果は６－０で夕陽が獲りまし

た。本当にこの瞬間うれしかったです。でも、僕は負けたので、うれしさと悔しさが入り混じって変な気持ちになりま

した。でも、天高戦に勝ててよかったです。 

 

☆硬式テニス部 女子  ２年４組 福島 未紗 

  去年の天高戦で女子の硬式テニス部は負けたから、今年は絶対勝ちたい！と思っていた。最初の古城先輩と藤井さん

のダブルスは、お互い声をかけあっていて、フォローしあっていたし、よく善戦していたけれど惜しくも負けてしまっ

た。続いて私の試合が始まると、緊張で納得いくボールがなかなか打てなかった。でも、応援に来てくれた後輩や先輩

に負けてる姿を見せたくなかったので、一生懸命頑張った。その結果、勝つことができた。最後の下山先輩のシングル

は、下山先輩らしい前向きな気持ちを忘れずに試合できていたから良いと思っていたが、終盤に残念ながら競り負けて

しまった。総合的には１－２で夕陽が負けたけど、皆自分の力を出し切ったと思う。 

来年は、絶対に夕陽が勝つ！！ 

 
☆硬式野球部  ３年５組 大塚 康介 

  ジメジメと暑苦しい中で行われた今年の天高戦。 

今年も去年と同じで雨で延期になると思っていたが、昼を過ぎると晴れてきた。予想以上の観客ですごく緊張したが、

逆に励みにもなった。序盤にホームランとかで４点を取られたが、中盤になるとヒットが続き、４・５・６回で一挙に９

点を奪った。だが天王寺の私立の強豪校にも勝つ素晴らしい打線はコツコツと点をかせぎ、最終回には９－８となってい

た。こちらも最終回は絶対に守りきるいきごんでいたが、ノーアウト満塁の大ピンチになった。その大ピンチでピッチャ

ーが代打を三振に打ち取ったが、その後の打者に前進守備をとっていた内野のセカンドとセンターの間に落ちるヒットで

サヨナラ負けに終わった。この試合を糧に自分のミスも見直し、今年の夏の試合につなげたい試合だったと思う。 

 

☆ソフトテニス部 女子 ２年２組 高橋 亜希 

  いよいよ天高戦の日。試合会場は夕陽丘ですが、開会式が天王寺なので、１年生全員約１５名を開会式に行かせまし

た。９時頃に天王寺の人達が来てアップを始めたので、密かに練習の様子を見ていた。試合は、３ペア同士の対戦で３

年生６名が出場しました。第１試合西田・前田先輩のペアは余裕で勝ったのですが、北村・山脇先輩のペアは残念なが

ら負けてしまいました。１対１となり、最後が両校共に一番手同士の負けられない決戦です。天王寺のこのペアには、

中村・吉村先輩たちは２年の夏ごろの本線と去年の天高戦でも勝っていたので絶対に勝つと信じ、１・２年生全員で「Ｙ

ＳＴＣ（夕陽丘ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ）ゴーゴーファイト」と声もかすれる程に応援しました。しかし、先輩たちは序盤にリード

されてしまい、あせっていたのか何とか挽回しようとしたが追いつけず、そのまま押し切られて負けてしまいました。

試合後は、先輩達の健闘をたたえながらも、悔しくて悔しくて、来年は絶対に勝つと強く強く心に誓いました。 
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【進路指導部より】 

☆ 夏休みは総復習のときです 

 

  授業があるときは、その日その日の予習や復習に追われて、全体の流れを見通した勉強が必ずしも
できてないのではないでしょうか。あるいは、定期テストごとに復習はしていても、半年・１年たつ

とその知識も曖昧になってしまう部分があるはずです。また、教科書のあの部分あの授業、よくわか

らないまま通り過ぎてきたなと気にかかっているところがありませんか。この夏休みこそ、その気が

かりを解消するときです。１つの教科にまとまった時間をかけて、その教科の全体像をつかむ努力を

してみてください。 
  また、夏休みには、１・２年生は英数国を中心に、３年生では理科や社会も多様な講習をおこない

ます。授業では十分に扱えない分野を補ったりしていますから、積極的に活用してください。しかし

講習は、ただ受講しているだけでは力になりません。勉強は、何と言っても自学自習・家庭学習です。

講習や授業は、たとえて言えば、食材が提供されているだけです。それを料理して体に取り入れ栄養

とするのは各自の努力です。授業で学んだことを復習して、「理解する」「覚
える」「問題を解く」という作業があってはじめて身についた学力として定着

します。 
  いちばんよくないのは、学校の授業をおろそかにしてきたからと予備校や

塾の夏季講習に通い、授業を受けただけで勉強したような気になってしまう

ことです。もう一度言います。勉強の基本は自学自習です。学校の授業で学
習したことを復習するのがもっとも能率の良い勉強の仕方です。 

 
☆ オープンキャンパスに行こう 

 

  夏休みはオープンキャンパスの季節です。どの学校でも、施設や教育内容の説明、授業体験などが
あります。昨年来の不況のなかで、卒業生の進路なども気になるところです。また、入試対策講座な

ど受験に直結した講義や実習などもあります。３年生にとっては、入試制度の変更点など重要な受験

情報を得る機会です。説明をしっかり聞いてくることは大切ですが、図書館なども見学して勉強して

いる学生さんたちの雰囲気も見てください。学校の先生の説明以上にその学校の「学び」の様子がよ

くわかるものです。 
  １・２年生も、積極的に参加してください。ちょっと敷居が高いなと思うような大学でも、高校生

の学問への興味や関心・意欲を高めたいと、大学の先生方が知恵を絞って工夫したユニークでわかり

やすい体験講座や模擬講義が準備されています。学問ってこんなに面白い、こんな勉強をしてみたい、

そんな発見があるはずです。 
 
☆ ２年生大学体験セミナー  

 
  ６月１８日に、２年生全員が大阪市立大学・大阪教育大学など、７大学８キャンパスに分かれて模

擬講義や授業を体験しました。大学の講義の一端に触れた感想を紹介します。 
  「ドイツの文学作品は悲劇が多いと聞いて少し意外だと思った。ヨーロッパの１つの国についてこ
んなに詳しく聞いたことがなかったので良い経験になった。」「英語で授業を受けるのはとても神経を

使いました。一冊の英語の絵本について、そのユーモアにとても学ぶところがありました。」「オーケ

ストラの指揮の先生が外国人だから、練習中の指示も当然英語なわけで、学生さんはそれを理解して

いたのに驚いた。オーケストラは魅力的でした。」 
  高校の授業と違って、板書の少なさにとまどったりもしたようですが、進路選択の参考に、また進
学意欲の向上につながってくれたらと願っています。 
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【第３学年】より                    学年主任 岩元 健 

 

 熱くなれ！ 
 
  高校最後の夏休み、約３週間。新型インフルエンザの影響で、３年生にとっては

元々短い夏休みがさらに１週間短くなってしましました。すでに進路実現目指して、

学習計画を立てていることでしょう。２階のコモンスペースで、七夕の色とりどり

の短冊にそれこそ色とりどりの願いが込められ飾られていました。３年生ばかりでなく、１，２年生
のものもあり、葉竹がたわむほど沢山の短冊でした。来春、あるいはもっと先の将来に向けての様々

な願いが叶うためには、君たちがその思いを強くもって向かっていくしかありません。 
熱い夏に「この夏はこれをやってみよう」とか何か自分を鼓舞したくなるときに、大黒摩季さんの

「熱くなれ」という歌を思い出すことがあります。古くなりますが、１９９６年のアトランタオリン

ピックのテーマソングでした。君たちにも同じ言葉を贈りたいと思います。 
高校生活最後の夏、それぞれの夢・目標に向かってまさにこの夏、熱くなれ!! 
 
 
 

【第２学年】より                   学年主任 諸正 邦彦 

 

               夏休みをどうすごすか。 

 
   ６３期の皆さんは、高校生になって２回目の夏休みを過ごすことになります。 
２回目ということは、あと１回しか夏休みが無いということになります。このように考えると月日の

経つのが本当に早いと実感してしまいます。昨年の夏休みを迎える時に、誰が２年生での夏休みを思

ったことでしょうか。過ぎ去りし日の一日一日の蓄積を背負い２年生の夏休みを迎えるのです。昨年

の夏休みをどのように過ごしたか。皆さんは覚えていますか。また、昨年の夏休みを迎えるに当たっ
ての学校通信のことを覚えていますか。多くの人は覚えていないと思います。それは何故でしょうか。

せっかくの長期休暇を自己の血肉となるような、血湧き肉躍るような「感動的体験」、なるほどと自

己自身が唸るほどの「新発見」をしたでしょうか。この「感動的体験」「新発見」の蓄積が自身の未

来を創る上で大きな役割を果たすと思います。 
   この「感動的体験」「新発見」は受動的態度では獲得することは出来ません。「思考」や「思い」は
誰もがします。問題はその後です。その「思考」や「思い」を実行に移す。このことが自己の未来を

開く第１歩なのです。来年の夏はもう受験勉強しかありません。毎年の夏は一生に一度の夏です。と

いうことは高校２年の夏は一生に一度の夏休みです。どうか心に残る素晴らしい夏を過ごして下さい。                   

ただし、「すべきことは必ずする」と強い信念を堅持し実行して下さい。具体的には、 
  ①「宿題」、よく考えて諦めないで最後までやり通すこと。提出日に必ず提出すること。 
   ②オープンキャンパスに参加し自己の進路実現に向け情報の収集に努めること。 
   ③１年、２年夏までの学習の総復習をすること。とくに国語・数学・英語に力を注ぐ。 
 以上の①・②・③のことを行うと「分からないことの存在」に気が付きます。「分からないことの存

在」が「分かろうとする」いとなみと「分かる」喜びの第一歩になります。①・②・③を含めてこの

「夏」、「感動」と「新発見」をし自らの精神を高めて下さい。 
   最後に今年の夏も暑さ厳しいようです。「熱中症」等、十分に気をつけて下さい。 
   夏休み明けの登校日は８月２４日（月）です。１限目全校集会、２限～４限は宿題考査です。この
日は、「標準服」で登校です。 
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【第１学年】より                     学年主任 槙野理啓 

 

 品格と向上心を持って 
 

  なつやすみ
．．．．．
－のんびり、ゆっくり、いろいろと…。小中学校まではそんな感じだったでしょう。

昔は高校もそうでした。でも今は、補習に講習、クラブにオープンキャンパス…。そもそも授業が７

月２４日まであって（今年は新型インフルエンザ休校があって特別ですが）、３年生は８月１７日、

１・２年生も８月２４日には再開されます。 
猛烈に暑い大阪の夏、これでいいのか、やや疑問もありますが、現実はそうなっています。それな

らそれで対応しよう、どうせやるならしっかりやろう、そう思うしかありません。 
とはいえ、やはり１ヶ月の長期休業にはちがいありませんから、その気になればかなりのことがや

れるはずです。勉強の遅れを取り返す、クラブ活動に集中する、将来のことを考える、読書に旅行、

それに宿題も出てますね。 
「いつの間にか終わっていた」ということのないよう、自覚的・意識的な夏休みの過ごし方を期待

しています。夕陽丘の生徒らしい品格と向上心を持って実りある夏休みを！ 
 
 

【生徒指導部】より 

 
    夏休みでも高校生としてのルール、夕陽丘の生徒としてのルールを守る 
    夏休みになろうとも高校生として、夕陽丘の生徒としてやってはいけないことは同じです。気持
ちを緩めることなく自分の行動に責任を持ち、他人に迷惑をかけないようにしましょう。 
  ☆遅刻について （４・５・６月分）                                               

  SHR 遅刻   授業遅刻   合計  昨年度   一昨年度  

     １年生     5 6        2 7      8 3     74     9 8   

   ２年生     6 1        8 9     150   455    420  

      ３年生     8 6       2 0 2     288   476    397  

     合 計    203      3 1 8     521  1005    915  

 
   ・今年の２年生は非常に遅刻が少ないです。夏休みも生活のリズムを崩さず、休み明けもすばらし
い記録を更新し続けて下さい。 
・１年生は少し多いようです。入学時の初心に返り、休み明けがんばりましょう。 
・３年生、授業遅刻が多いように思います。入試の基礎は授業です。 

 
   休み中、きちんとした生活習慣で受験勉強に取り組みましょう。本番の入試は朝早くから実施さ
れます。朝型生活パターンの大切さをよく考え習慣付けていきましょう。  

 
  ☆携帯電話について 

    1，２年生で授業中の携帯使用、考査中の電源きり忘れ、直し忘れが多く発生しました。便利なも
のであるからこそ持つ人のマナーが問われます。みんなにとって緩やかなルールは守られてこそ有意

義なもです。そのルールも、守れない人が多ければ当然厳しいものへと変わっていきます。携帯電話
を持つものの責任としてしっかりルールを守ってください。 

 
 ☆夏休み明けに遅刻指導強化週間、頭髪指導があるので指導を受けることのないよう、休み中もき
ちんとした生活を心がけて下さい。 
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【保健室】より 

― 夏休みを有意義に過ごすために、あなたはどんなプランを立てましたか?! ― 
 

＊ 生活リズムを乱さない。 
授業があるときは規則正しく過ごせていた人も、休みを意識すると時間にルーズになりがちで

す。睡眠・食事・学習・クラブ活動・遊びも含んだ自由時間など、「My 行動計画」を立ててお
くことをお勧めします。計画は目標になりやすいのですが、ダラダラと時間を過ごしてしまうの

は、もったいないと思いませんか? 
「今は○○をする時間」と、メリハリのある生活を送ってほしいものです。  
 
＊ 自分を大切にして、迷った時は一人で結論を出さず、相談する勇気を持つ。 

あなたは困ったことが起こった時に相談できる人が居ますか？ 悩みというのは、次々と不安

を伴って大きくなっていくようです。急を要する事例で、あなたが主人公というケースも発生す

るかもしれません。心労から体調不良になる人も多く、対策を一緒に考えてくれそうな人を見つ
けておくと心強いですね。症状が軽いうちに改善したいものです。 
「あおぞら」もできるだけ協力していきたいと思っています。 

 
＊ 思わぬ事故や災難に巻き込まれないように、注意する。 

    自分だけは大丈夫と気をつけていても、事故に巻き込まれることもある
かもしれません。とくに休み中は羽目を外しすぎて誘惑に負けたり、取り

返しのつかない痛ましい事件の被害にあわないよう、自分の身を守ってく

ださい。運が悪いとか他人事ではなく、あなたの身近に迫った危機管理に

対する意識が必要です。 
もし、危険な怖いことに遭遇したら・・・学校へ連絡して相談してください。 

 
＊ 集中力をつけておく。 

    「いざ本番！！」という肝心なときに、今まで蓄えてきた実力が発揮できるように準備してお

きたいものですが、試合やテストの前になると緊張して睡眠や食欲に影響が出て体調を崩しがち

なことはありませんか？ 
集中して何かをしようと思えば、普段から体調の管理をしておくことが大切です。早期発見・

早期治療をこころがけ、自分の体調不良のサインを見逃さないようにしてください。 
    とくに３年生にとって、この夏休みは無駄に過ごせない、逃がしたら後悔しても遅いという大

切な時期だと思います。しんどくても今の頑張りが必ず自分の力になってよい結果に結びつくと

信じて勉強に、また自分の将来を考えることに集中して取り組んでみてください。   
 
 

【国際交流委員会】より 

  今年の国際交流委員会の活動は、新型インフルエンザにより様々な影響を受けました。まずニュー
ジーランド英語研修旅行についてですが、28 名の参加希望がありましたが、残念ながら来年夏に延期
になりました。申し込みをした生徒たちにとっては本当に申し訳ない結果となりましたが、ほとんど

の府立高校において今年の夏の海外語学研修が中止されている状況から考え、やむをえない判断とな

りました。また例年受け入れている中国からの長期留学生や、海外からの視察、交流についてもこの

春は一件もありませんでした。しかし新しく「1 日外国語大学ＩＮ夕陽丘」という取り組みを７月２
８日に実施することになりました。内容は関西大学から英語、ドイツ語、スペイン語の先生をお招き

して、外国語を学ぶ楽しさなどを話していただきます。生徒だけではなく保護者の方も参加できます

ので興味のある方は奮ってご参加してください。 
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【音楽科】より 

☆第１３回定期演奏会 

平成２１年９月２７日（日）午後２時開演 ＮＨＫ大阪ホール（地下鉄谷町四丁目駅下車） 
  客演指揮者として寺岡清高氏をお迎えして開催します。本番に向けて全員が一丸となって練習に励
んでいます。 
演奏曲目：【合唱】キャロルの祭典（ﾌﾞﾘﾃﾝ）より、線路は続くよどこまでも（信長貴富編曲） 
【管弦楽】序曲「1812 年」、組曲「くるみ割り人形」より 花のワルツ（ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ） 
【合同演奏】FOR  THE  BEAUTY  OF  THE  EARTH（ﾗﾀｰ） 

           O  CLAP  YOUR  HANDS（ﾗﾀｰ） 
      その他、３年生による独唱・独奏・アンサンブル、２年生による邦楽合奏など 
 
☆ピッコロコンチェルティスタ 

平成２１年９月１１日（金）・１２日（土） 本校ヴィオーラホール 
  今回で第 142 回目となる学内演奏会。文化祭の出し物のひとつとして両日とも開催しています。 
 
☆特別公開講座 

  ・平成２１年８月３日（月）14:00～16:00 本校ヴィオーラホール 
   「歌う歓び」吉田浩之氏（テノール歌手、東京藝術大学准教授） 
  ・平成２１年８月１８日（火）16:00～17:00 本校ヴィオーラホール 
   「ピアノリサイタル」有森博氏（ピアニスト、東京藝術大学准教授） 
 
♪ 皆さまのご来聴をお待ちいたしております。♪ 

 
 

 

【当面の行事日程】 

      ７月        ８月        ９月 
２７～３１日      １７日  ３年補充授業      １日 音楽科説明会 

   １・２・３年ともに   ２０・２１日 ３年実力考査    ４日 センター試験説明会 

   夏期講習会       ２４日～  全学年補充授業   １１・１２日 文化祭・ﾋﾟｯｺﾛ 
            ２４日   １．２年宿題考査  １８日 代休 

               ２６日   普通科学校説明会  ２７日 音楽科定期演奏会 
 
 
 

 
 
編集後記 

 
  いよいよ夏休みです。｢夏休み｣と聞くだけで、なぜかいまだにワクワク
してしまいます。蝉の声と照りつける太陽を見ていると、小学生時代にタイ

ムスリップして、あの時の暑さが体によみがえってくるようです。ひたすら
純粋に、汗をかいて遊んでいたあのころが妙に懐かしく、うらやましく感じ

る今日この頃です。さて、今年の夏は、どんな思い出ができることでしょう。 

 
 


